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論 文 内 容 の 要 旨 
本論は１６世紀後半の明代万暦年間から２０世紀初頭の清代宣統年間までの約３４０年間、すなわ
ち明清両王朝期中国における搶糧搶米（食糧騒擾）を中心とし、関連する諸問題を考察したものであ
る。序章で示した本論の課題は、第１に搶糧搶米の発生件数･発生地域･発生時期といったマクロ的考
察であり、第２は搶糧搶米の個別事例に関するミクロ的な運動論的考察である。第３は自然災害･凶
作･飢饉･米穀流通･米価変動等、搶糧搶米発生の原因となる諸要因の分析である。第４は搶糧搶米に
対する国家と社会の対応を官民による救荒政策を通じて議論し、第５に搶糧搶米の主犯に対する国家
の弾圧法規を考察する。 
第１部「明末搶米と救荒」は次の全３章より構成される。第１章「明末広州の搶米と平糶改革」は、
明末広州城の搶米、及び搶米後の米穀流通政策と平糶改革を都市社会と関連させて論じた。第２章「明
末江南の搶米と救荒政策」は、明末崇禎年間における江南の搶米と救荒政策を考察した。第３章「明
末紹興における祁彪佳の救荒活動と『救荒全書』」は、郷紳祁彪佳の救荒活動と祁彪佳編『救荒全書』
の成立について論じた。 
 第２部「清代開港前における搶糧搶米」は全４章からなる。第４章「清代搶糧搶米の長期傾向分析」
は、雍正～宣統年間 １８８年の搶糧搶米年表に基づき、搶糧搶米の発生件数･発生地域･運動形態等
を論じた。第５章「清代雍正･乾隆年間における搶糧搶米の行動論理」は、１８世紀における搶糧搶
米の行動形態分析と行動の根拠付け、及び民衆の結集方法を考察した。第６章「清代嘉慶･道光年間
の搶糧搶米」は、１９世紀の搶糧搶米事例を検討した。第７章「清代搶糧搶米と刑罰」において、搶
糧搶米の主犯に科される最も重い刑罰は、清律軍律激変良民の光棍条例に基づく斬立決であることを
解明した。 
 第３部「清代開港後における米穀流通・飢饉と搶糧搶米」は全３章構成である。第８章「清末にお
ける中国米密輸問題と搶糧搶米」は、清末おける中国米密輸出の実態と搶糧搶米の発生、及び中国国
内･日本･朝鮮における中国米流通を考察した。第９章「清末光緒３２年江北の大水害･飢饉と救荒活
動」は、１９０６年に江蘇省北部で発生した水害と飢饉･救荒活動を論じた。第１０章「清末宣統年
間における搶糧搶米」は、清代で最も搶糧搶米が頻発した宣統年間の搶糧搶米事例を考察した。 
  終章では、序章で提起した５つの課題に対する結論を簡潔にまとめ、民衆運動論的見地から、明清
中国の搶糧搶米と近代西洋･近世日本･イスラーム世界の食糧騒擾との比較史的考察を行った。また、
清代中国の搶糧搶米で見られる民衆的食糧価格表示について論じた。最後に中国明清民衆史運動研究
に搶糧搶米を新たに加える重要性を強調した。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、明清期における搶糧搶米（食糧騒擾）を長期的広域的視点より考察し、民衆運動史の新
たな局面を切り拓こうとした研究である。 
序章では搶糧搶米に関する研究整理と問題設定を行う。日本における明清期民衆運動史研究は抗
租・奴変・民変などを主要な検討課題として多くの成果を積み重ねてきたが、搶糧搶米に関する関心
は高いとは言えず、十分な市民権を得ていない。日本、中国及び英語圏における従来の搶糧搶米研究
を回顧するに、各地域、各時代の個別事例に関しては大きな進展が見られるものの、搶糧搶米を解析
する総合的な研究方法の提示が課題となっている。そこで、本論文は、事件発生の件数・地域、時期
的特徴などを含むマクロ的考察と個別事例の行動形態・行動論理に関わるミクロ的考察を行論の軸と
し、加えて関連する諸問題（事件発生の要因、国家と社会の対応、国家の弾圧法規など）を検討課題
とする。また、本論文では、長江流域を中心とする広域的な米穀市場の成立を指標として１６世紀後
半以降の時代を考察の対象とするとともに、前近代と近代を連続的に把握するために、検討の時期的
範囲の終点を２０世紀初頭の宣統年間とし、時系列的な変化を追跡しようとする。搶糧搶米研究に関
する新たな研究視角の模索、前近代と近代を連続的に捉える視点はともに意欲的なものである。 
第一部「明末における搶米と救荒」は三章から成る。第一章は華南の中心都市広州城に焦点を当て
て、搶米と救荒策を検討する。１６世紀以降、東アジア国際商業の発展にともなう海商の活動の活発
化とポルトガルの澳門進出が、福建商人による福建と澳門への広東米の流通経路を生み出し、広州の
食糧事情を悪化させる構造の定着を背景として、万暦２１年と天啓４年、福建、澳門に米穀を販出し、
米価高騰を招来した福建商人を主な襲撃対象とし、賑済の要求（閙賑）、米穀の略奪（搶米）が行わ
れた。天啓４年の搶米後、地元の生員の起案に係る平糶策が実施されたが、これは同職同業者の集住
区（街区）を基盤とするものであった。東アジア海域の国際貿易の発展を背景とする新たな米穀流通
経路の成立が搶米発生の背景となったことを解き明かしたことが本章の特徴である。第二章では、広
州城のそれと同じく明末に発生した長江下流域の江南の搶米を分析する。江南の搶米のきっかけとな
ったのは旱害・蝗害による米価騰貴であり、商人・富戸を攻撃対象として、米穀の貸借の強制（強借）、
穀物略奪が行われた。蘇州城で応天巡撫黄希憲が採用した救荒政策（減価販売、賑米備蓄、施粥と平
糶）は、地主や郷紳などの協力により成功を収めた。第三章は、同じく江南の紹興府城を対象として、
郷紳祁彪佳が主導し、士人のネットワークを基盤として、官方と協議しながら、城内の各坊を単位と
した救済策（平糶、給米、施粥）を実施したことを明らかにする。江南においても、地元の郷紳の協
力が救荒策の成否を占う指標として重要であることが示されたと言える。 
従来の民衆運動史研究の主要な関心は、個別的な支配隷属関係の矛盾に由来する抗租・奴変に向け
られがちであったが、第一部の考察は、搶米の重要性を浮き彫りにするものであった。搶米運動に看
取される食糧確保による生存の危機からの脱出という問題こそが、経済的社会的条件闘争に比して民
衆にとっての最優先課題であり、量的にも勝ることを解明したことは大きな研究成果である。 
 第二部「清代開港前における搶糧搶米」（全四章）は清代の搶糧搶米を考察する。まず第四章では、
雍正～宣統年間（１７２３年～１９１１年）における搶糧搶米の発生件数・発生地域などを分析して、
１８世紀前半と１９世紀末２０世紀初頭に発生の高峰期があり、地域的には江南の江蘇と浙江に集中
する傾向があること、運動形態の特徴として、強搶（米穀略奪）、閙賑が顕著であり、主な運動指導
者は生員、郷村指導者であったことを導き出している。第五章は雍正・乾隆年間の搶糧搶米に焦点を
絞る。運動形態としては、強借・強搶・阻糧阻米・閙賑の四つが見られる。運動に際しては、主に生
員が作成した帖子（呼びかけの掲示物）、呈子（官方への要請書）が民衆を結集するうえで威力を発
揮した。参加者は中核層、外郭層、周縁層に分けられ、運動の進展のなかで一体性を獲得していった
が、官方の弾圧とともに解体するような一時的なものであった。第六章は、研究の蓄積が少ない嘉慶・
道光年間の搶糧搶米を対象とする。湖北・湖南・四川の運動は白蓮教反乱と討伐にともなう米穀需給
バランスの悪化が搶糧搶米の契機となった。また、白蓮教反乱の舞台となった陝西岐山県で発生した
搶糧案では、運動を通じて、包穀（トウモロコシ）に依存する山区の不安定な食糧事情と移民経済の
あり方を読み取っている。ともに白蓮教反乱の生起が搶糧搶米に密接に関わっていた事例である。ま
た、直隷の事例を引いて、南方では見られない均糧（搶奪品を均等に分配）の行為が発掘されること
に注目し、自作農中心の均質的な社会構造の存在をその背後に看取している。南方と北方の運動を比
較するうえで貴重な指摘である。また、本章において、従来の研究史上空白であった嘉慶・道光年間
の運動が解明されたことにより、乾隆以降の搶糧搶米運動を連続的に把握することができるようにな
った点も注目しておくべきである。第七章は、以上の搶糧搶米案に対して、清朝がどのような法的措
置をとったかを検討する。州県で完結しない比較的量刑の重い搶糧搶米案は光棍条例（清律・兵律・
軍政、激変良民律の条例）に準拠して処分したが、注目されるのは乾隆帝の時代である。乾隆１３年
における搶糧搶米の頻発を受けて、乾隆帝は光棍条例を改正し、厳罰化を行ったが、これ以降、法外
の刑罰（杖斃）は使用されなくなるなど、変化が見られた。また、小規模な搶糧搶米案件には枷責や
杖・徒が科せられた。搶糧搶米案に的を絞って刑罰の運用を検討した研究は十分行われておらず、大
きな成果である。 
序章において、筆者は前近代と近代を連続的に捉えることを課題の一つとしていた。第三部「清代
開港後における米穀流通・飢饉と搶糧搶米」（全３章）がこの課題に取り組んだものである。第八章
は清末アヘン戦争後（近代）における国際化する米穀流通と搶糧搶米との関係を追求する。清朝は開
港後にイギリスや日本など諸外国と結んだ通商条約において外国への米の輸出を厳禁する政策を堅
持したが、澳門・香港、朝鮮・日本、北米への密輸出が盛んに行われ、複数の密輸ルートが成立する
に至る。密輸が絶えなかったのは海外の米不足が原因であり、とくに北米の場合には、増大する中国
人移民の需要に応えるという事情が絡んでいた。密輸出は国内の米価高騰を招き、広州、松江の搶米
暴動を惹起した。この問題に直面した清朝の官僚張之洞は米穀管理、密輸取締りを強化したものの、
その一方で中国人移民向けの米穀輸出は部分的に容認した。ところが、張之洞の意図を越えて、中国
米は中国人移民の需要により流出し続けた。これは中国米輸出に関する清朝の貿易政策を破綻させる
ものであったとする。本章での論証は中国人の海外移住、アジア域内での新たな貿易ルートの成立が
国内米穀流通市場の変動、搶米へと繋がったことを示すものであり、世界的近代の展開に中国社会が
巻き込まれていったことをよく示している。また一連の検証を行うなかで、米穀流通における上海の
中継機能、無錫・蕪湖の台頭、広東の米市場の実態が明らかにされており、これらも貴重な成果であ
る。 
第九章は光緒３２年に発生した江北（江蘇省北部）の水害と飢饉、救荒活動を考察する。江北は農
民のなかで佃農が圧倒的多数を占め、雑糧（小麦・トウモロコシ・甘蔗等）を主食とする地域であり、
水害の発生は農民の生死に直結した。この事態に対して、官方の救荒（官賑）は効果がなかったため、
両江総督は李鴻章の幕下として洋務運動に精通した盛宣懐らに紳商を主とする救済策の立案を委嘱
し、官賑を義賑（民捐民辦）に統一する方策が成功を収めた。救荒資金の大部分は上海で行われた義
捐金により賄われ、上海総商会などの団体の他、アメリカ・日本も協力した。本章の考察により、国
際的近代都市として急成長を遂げつつあった上海が救荒活動の中心となっていたこと、地方において
政府よりも紳商の影響力が増していたことが解明された。 
第十章は、清代で最も搶糧搶米が多発した清末宣統年間の諸例を分析する。北方における搶糧搶米
の特徴としての均分主義、民衆による穀物販売価格の設定（奉天安東県の搶糧）、巨大な器械制製粉
工場の出現による麦価の高騰と救荒政策の不首尾が工場襲撃を招き、事件後、中国人資本家が実業振
興と賠償を求めたこと（江北）、機戸を首謀者とした都市的搶米における民衆の組織的自律的行動（杭
州）、清末に新たに成立した都市の社団による系統的で適切な搶米への対応と救済策の実施（上海）、
これらの一連の特徴を描き出した本章における分析は、諸地域の特性を踏まえつつ、近代における民
衆運動と都市の諸集団の成長を、実証的に描き出している。 
第三部各章の考察はともに清末各地に発生した搶糧搶米の経緯、救済策を実証的に緻密に分析した
ものである。そうした実証的手法を用いることにより、中国社会全体を根底から変動させた清末＝近
代の多元的状況のもとで生起した搶糧搶米を、前近代の搶糧搶米と連続的に把握することに成功した
と言える。 
終章では、本論文の内容を要約したうえで、明清期中国の搶糧搶米とイギリス・日本・イスラーム
世界の食糧騒擾とを比較して搶糧搶米の特質を再確認しているが、この比較の作業を通じて、中国の
主穀の流通が、沿海部の米禁令は別として、他国とは異なり、自由な米穀流通を原則としたという結
論を得たことは、とりわけ清朝の自由放任政策を反映するものとして重要な指摘である。また、清朝
滅亡に際して搶糧搶米が革命派の運動以上に大きな役割を果たしたことを確認した点は、伝統的な民
衆運動の重要性を再認識させるものである。 
以上、本論文は、従来の研究が個別の事例の分析に偏りがちであったのに対して、１６世紀から２
０世紀初頭までの長期の時代を対象として、膨大な史料を駆使しつつ、海外諸国の流通経路に連結す
る米穀流通構造、中国各地の搶糧搶米を相互連関的に解析することにより、搶糧搶米に関する総合的
研究と呼ぶにふさわしい研究成果を上げたものと評することができる。本論文で提示された研究手法
は、民衆運動史のみならず、中国近世史・近代史研究全体にも大きな刺激を与え、それぞれの分野の
研究を進展させることが期待される。  
以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められ
る。 
 
 
